
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30年 12月 19日 

上砂川町ケアサポーター 各位 

平成 30年 ～生活支援交流サロン～ よってけ場
ば

 

活動レポート Ｖｏｌ．12 
上砂川町社会福祉協議会 

 

 １２月１４日金曜日、町民センター１階中会議室にて、Ｈ３０年第１２

回よってけ場が開催されました。今年最後のよってけ場です。 

 あっという間でしたね…今年も色々ありました。レクリエーションに始

まり、中学校との「クリーン作戦」の企画と実施、保育園との「いっしょ

にあそぼ」や生活支援サービスも始まりました。 

 それらのすべてに皆さんの声が関わっているということが、とても大切

だと感じています。 

 さて、今回は前回に引き続き、ケア

サポーター忘新年会の企画会となり

ました。強力な助っ人、エクルンド藍

さん他、新たな仲間も加えての新鮮な

座談となりました。 

 おかげさまで詳細も固まりました

のでチラシを作成しました。同封いた

しますので「もっとこうしてみたら良

い」など、ご意見をお寄せください。

（☎62-2882 イサハイ） 

 後半は生活支援についての相談事

がメインとなりました。 

 中学校からの相談事について、よっ

てけ場で話し合われた方針を教頭先

生に伝えました。大変喜んでいました

よ！我々としても大歓迎ですね。 

 冬は除雪をはじめ様々な問題が出

てくることが予測できますが、今後も

気軽に話し合える環境を維持してい

きましょう！  《裏面へつづく》 



 

 今回のよってけ場で挙がった相談事の対応状況は以下の通りです。 

・下鶉地区 独居女性宅生活支援（除排雪補助） 

 現地確認およびご本人様と面談しましたが、除雪範囲が広く地形も

複雑な事からサポーターの活動対象とするには厳しいと判断します。

民生委員さんや行政福祉課福祉係窓口と随時連携して対応します。 

 見守りはコーディネーターも日常的に続行します。支援大歓迎！ 

難しい事ではないので、興味のある方はお気軽にご連絡下さい。

（☎62-2882 イサハイ） 

・中央地区 移動支援 

 行政の担当係長と連絡取っています。需要が挙がった場合にまず

コーディネーターがご本人様と面談を行います。支援可能な場合は

よってけ場にて改めて連絡します。 

・朝駒地区 独居女性宅生活支援（粗大ゴミ搬出） 

 現在担当して下さっているサポーターさんから連絡有。坂本電機

様で対応して下さったとの事。近日中に御礼伺います。通常ゴミに

関しては支援続行しますが、並行して自治会との連携を試みます。 

・上砂川中学校 生徒の日常生活支援 

 教頭先生と随時連絡取っています。よってけ場のほか、認知症カ

フェ（カフェまちなか）にも興味有りとの事なので、今後は地域包

括支援センターとも連携します。 

 

 最後に「よってけ場」より、上砂川町ケアサポーター忘新年会開催の

お知らせです！ 

 中身の伴った「一本化」への第一歩を、皆さんと共に楽しく踏み出そ

うと思っています。詳しくは同封したチラシをご覧ください！ 

 

 
ケアサポーター忘新年会 

日時 ： １月２６日（土） １１：００ ～ １３：００ 

場所 ： 町民センター 大ホール 

対象者 ： 町内のケアサポーターの皆様優先 

参加料 ： 500 円 詳しくは、同封のチラシをご覧ください！ 

 



 

１月のケアサポーター関連イベント 

日程 内容 場所 時間 

16日（水） 
いっしょに 

あそぼ！ 双葉保育園 
10：00 ～ 

11：00 

18日（金） 
生活支援サロン 

よってけ場 

町民センター 

１階 中会議室 

10：00 ～ 

12：00 

21日（月） カフェまちなか 
まちの駅 

ふらっと 

10：00 ～ 

12：00 

22日（火） 
まちなか２号店 

勉強会 
下鶉生活館 

11：00 ～ 

12：30 

26日（土） 
ケアサポーター 

忘新年会 

町民センター 

大ホール 

11：00 ～ 

13：00 

毎週火曜日 ぷちもえ 
萌福祉サービス 

（送迎あり） 

9：00 ～ 

13：00 

※各地区にて 

およそ週１回 
百歳体操 

各地区 

生活館・集会所 

※各地区で異な

ります。 

 

 前回の「いっしょにあそぼ！」は、たくさ

んのサポーターさんに囲まれて子供達もノリ

ノリだったと聞いています！ 

 こんな質問を受ける事があります。 

「遊ぶことが何故ボランティアなのか？」 

 同じような疑問をお持ちの方には、一度

試しに参加してみる事をお勧めします。 

 

・サポーターが来ると子供たちがどんな表情になるのか？ 

・いっしょにあそぼ！を始めて、子供たちにどんな変化があったのか？ 

 現場で子供達の仕草を見て、保育士さんたちの声を聞いてみて下さい。 

 もしかすると皆さんの「ボランティア観」が、少しだけ変わるかも知れ

ません。 

 

上砂川町社会福祉協議会（☎62-2882） 

生活支援コーディネーター 飯酒盃
いさはい

 琢一 


